

















































くジョセプ eγュームベーター（J.Sohumpe te r ）＞は f科学的行為は、われわれが分析しよ
うとする一連の現象を認識すること Kはじまり、科学的模型の形成をもって一応終るj としてν





























































































































とく規軍b の相違はくハノレピン（ん・何 Halpin）＞③ゃくすイモン（廷ん Sirnon) 〉⑬が理論







is ? ) ＞の問題もしくは事象生起の因果関係であるくなぜか何もy ? ) ＞などの問題を妥当
性、信頼性、客観性ある用具托よって体系的托解明していくく知的過程〉をふまなければならな
















くグ l）フィス（ Dani e 1 E . Gr i f f i th ) 〉は、理論が経営者κ「経営者は何々をなすべき
である（ ought)j という価値指向的に導標を与える形式ではなく、＜行動の結某〉の明確な予
想を示すことκよって経営者陀繁明な判断を下させるようにしむける根拠となることをあげてい
る⑬。すなわち fもしれ f)経営者が何々をすれば、。］々が生ずるであろう 1then)J・ という形
式を通じた信棋性のある導擦となりうるとνうことである。く ought （規範 ）＞によってでな
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